
政策セカンドトラックに関する提言書

地域のNPOを最大限活用し、政策をユーザーまで届けるために

令和３年５月13日
認定NPO法人フローレンス　代表理事　駒崎弘樹
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CONFIDENTIAL 【課題】自治体が政策のボトルネックになっている 

国
（政策の立案・予算化）

地方自治体
（事業実施  / 委託の場合は事業要綱を作成）

NPO等民間団体
※委託の場合

ユーザー（利用対象者）
（情報を受け取り、利用申請）

メールなどで通知

事業要綱を公開

案内・募集

案内・募集 申請

申請

問合せ・申請

【通常の政策の流れ】

・国からの通知が自治体担当者まで届いていな
いか、届いても目を通して理解する余裕がな
い。
・新規事業を導入するための業務（国への申
請、事業要綱の作成等）を行う余裕がない。
※コロナ対応等で昨年からキャパがさらに不足している。

　　自治体の認知・理解・

キャパ不足

自治体が政策のボトルネックになって

しまい、地域でニーズが高くても始ま

らない。

課題
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CONFIDENTIAL 

国
（政策の立案・予算化）

地方自治体
（事業実施  / 委託の場合は事業要綱を作成）

NPO等民間団体
※委託の場合

ユーザー（利用対象者）
（情報を受け取り、利用申請）

メールなどで通

知

事業要綱を公開

案内・募集

案内・募集 申

請

申

請

問合せ・申請

【通常の政策の流れ＝政策ファーストトラック】 【自治体を介さない政策の流れ＝政策セカンドトラック】

国
（政策の立案・予算化）

NPO等民間団体

ユーザー（利用対象者）
（情報を受け取り、利用申請）

案内・募集

案内・募集 申

請

申

請

【提案】自治体を介さない「政策セカンドトラック」の導入 

通常の政策の流れ（政策ファーストトラック）とは別に、 自治体を介さず、政策をユーザーに届けられる「政策セカンドト
ラック」を導入する。

【メリット】

● 地域のニーズに合

わせてNPO等民間

団体が迅速に政策

をユーザーに届けら

れる。

● １民間団体で、複数

の自治体のユー

ザーにまとめてサー

ビスを提供できる。
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CONFIDENTIAL 【事例】孤独・孤立対策 

「孤独・孤立対策に取り組む NPO等の皆様へ～緊急支援策のご案内～」（令和３年４月 21日）より

⬅先月政府が打ち出し
た孤独・孤立対策では、

国からNPO等への直接

支援が行われている。
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CONFIDENTIAL まとめ 

自治体を介す「政策ファーストトラック」では・・・

自治体担当者が、新規事業を理解していなかったり、導入のため

の業務を行う余裕がないと、国がせっかく良い政策を作って、地

域にニーズがあっても、ユーザーまで政策が届かない。

自治体を介さず、地域のニーズに合わせてNPO等民間団体が迅

速に政策をユーザーに届けられる「政策セカンドトラック」を広く取

り入れるべき。
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